
ロードアベレージを見る
topコマンドやuptimeコマンド
タスク待ちが起こった平均数。　x < 1だと良。

値は？

CPUとI/Oの負荷計測

高い

・ソフトの設定や不具合かも
・ネットワーク障害かも
・リモートホスト側の不具合（連携するものがあった場合）

低い

問題発生！

sarコマンドやvmstatコマンド
オプション： -q…ロードアベレージ、-r…メモリー、-W…I/Oスワップ
例： sar -r 1 3 メモリーを１秒おきに３回計測する

どちらの問題？

ユーザープログラムか
システムプログラムか
ボトルネックを調査

CPUだった

プログラムからの入出力か
ディスクスワップか調査

ディスクI/Oだった

topコマンドやsarコマンド

プロセスの状態、CPU使用時間
を見て、原因のプロセスを特定

切り分けができた

psコマンド

原因のプロセスは？

プロセスをトレースする プロセスのプロファイリング oprofileコマンドstraceコマンド

sarコマンドやvmstatコマンド

どちらの問題？

特定のプロセスが極端に
メモリー消費していないか調

査

psコマンド

ディスクスワップだった

プログラムの不具合か？

プログラムを改善しよう

いいえ

はい

メモリー増設
できそうか？

メモリー増設だ

はい

分散を検討しよう

無理

入出力の問題だった
メモリー増設できそうか？

データの分散はできそうか？

無理

キャッシュサーバーの導入は？
無理

プログラムを改善して
なんとかI/Oを軽減しよう

無理

キャッシュサーバーを導入

データ分散を実行
OK

OK

メモリー増設しよう
OK

ロードアベレージに含まれるプロセス
・TASK_RUNNING(R) かつ 実行中 = 負荷になる
・TASK_RUNNING(R) かつ 実行待ち = 負荷にならない
・TASK_INTERRUPTIBLE(S) = キー入力待ちなど = 負荷にならない
・TASK_UNINTERRUPTIBLE(D) = ディスクI/O中 = 負荷になる
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